
 

駒ヶ根市地域公共交通協議会   平成２１年３月１７日設置 

平成２２年２月２６日連携計画策定 

こまちゃんバス（地域振興バス）は、平成 15 年から本格運行を開始し、路線の拡大や運賃の見直しなどを経て現在にいたっていますが、

乗客数は、一部の路線で横ばいであるものの総じて減少傾向にあります。市民からはルート、便数、ダイヤ編成等に不便を指摘する声やマ

イクロバス車両による現状の運行方法に対して経費面及び環境負荷の点で改善を求める声も多く、今後も乗客数が減少し続ければさらなる

財政負担が生じることから、運行経費の効率化と費用対効果の改善が急務となっています。 

市民の利便性を向上させつつ将来にわたり安定的に持続可能な仕組みを創り出すために、こまちゃんバス事業を根本から検証して、こま

ちゃんバス事業の再編に取り組むものです。    

 

概  要 

「駒ヶ根市地域公共交通総合連携計画」に基づき、高齢者・障がい者の利便性を優先とした再編を行い、その

実効性を検証します。   

○不便地域の解消  

・午前午後１往復の運行サービスを確保したダイヤ編成へ改善 

 ・経路延伸による空白地の解消 

 

○市街地循環バス、地域振興バスの再編 

・病院への直接乗り入れ等利便性の向上  

 

  

駒ヶ根市 

○利用料金の見直し（※利用する便や乗り継ぎによる料金格差の是正） 

○乗り継ぎ券、回数券の導入、エコポイント制度との連携の検討 

○曜日運行路線の改善（曜日限定路線は、運行曜日の拡大及び、運行形式の

変更対応） 

○路線図、時刻表の配布、地区別説明会等による利用促進 PR 


